
【国公立大学また一流私学をお勧めする理由】 
 

・多くが伝統校で教官の質も高く設備が良いので学習環境が概ね良好 

・学生一人当たりの施設使用可能面積が広くのびのびと制作できる 

・学生数が少ない割に教員の数が多いー教員一人あたりの学生数が少なくつながりが密接 

・制作に励み基礎造形力・意欲ともに高い学生が多く集まる刺激ある環境 

・有名校が多く就職の際も有利、また伝統校は大学独自のネットワークが強力な傾向がある。 

      例えば、東京、金沢、多摩美、武蔵美は就職の質が高い 

・国公立は学費が安い　私学の約１／２−１／３　浪人1年ー学部4年ー大学院2年＋留学で高校卒業後8

年間の研究活動をしても私学の４年間とほぼ同額（以下の価格比較表を参照） 

○多摩美術大学や武蔵美術大学は大学全体が、また他の一部の有名私大は専攻により公立大よりもラン

キングが上で学費面以外は公立に匹敵 

 

　浪人をしてでも国公立大学や有名私立大学を目指して欲しいのは以上の理由　加えて 

・浪人してじっくり時間をかけて基礎造形力を磨いた方が大学での研究が優位に進む。 

・美術の世界では大学合格が現役か浪人かは問題にならない。むしろ浪人して当たり前の難関大学へ進

学した方が努力をし能力が高く意欲がある証であり「できる人間」のネットワークに入りやすい。 

 

　以下は学費の比較表です。「経済的理由で浪人はできないので私学に進学する」という方があります

が、私学は国公立に比して学部の入学金と学費でほぼ２倍の費用がかかります。これに私学は高めの諸

経費が加わり、広島以外の地区に進学すれば4年で432万円〜576万円の仕送りが必要になります。例え

ばA：自宅から広島市大に通う場合とB：京都に下宿して京都造形芸大に通う場合の４年間の教育費の比

較では、BはAの教育資金の４倍程必要です。よって私学進学は経済的にはかなり高くつきます。現役で

の公立合格ができなくても、浪人後に公立に進学した方が経済的でありかつ質の高い教育が受けられる

のです。 




